
 

令和６年度 西海市立西海北小学校 自己評価書 
【６年度の重点努力目標】 

一人一人が輝く学校    「自分史上最高」 

〇かしこい子：主体的に楽しく学ぶ子 

〇やさしい子：自他と故郷を愛し、命を大切にする子 

〇たくましい子：外遊び、体力づくりに親しむ子 

〇学び続ける教職員  〇愛情を注ぐ教職員  〇思いを共有し、共に課題に取り組む教職員 

評価項目
 

具体的な方策、手立て
 アンケート評価 

（アンケートは4点満点） 
評価の根拠及び改善策

 

１ 

学習指導 
・教師は明る
く元気に指導
している。 
 
・子どもたち
は、意欲的に
学習してい
る。 

〇学習規律の確立 
〇解決したくなる出会いの工 
夫、「めあて」が子どもに 
届く導入 

〇友達と協力したり、話し合
ったりして学習がより深ま
るように取り組む授業の実
現 

〇教材の価値を大切にする授
業 

〇全国学力学習状況調査、長 
崎県学力調査、西海市学力 
調査結果の分析と活用 

〇確かな学習計画のある授業 
〇校内研究・校内研修の充実 
〇聞く力、話し方、読む力、 
書く力を高める 

〇特別支援教育の充実 

B 
 
自己評価 
①②③④ 

 
評価 ３．０ 

 
 
 

関係者評価 
２、３、４、
５ 
 
評価 ３．９ 

〇今年度、研究主任の育成と職
員の指導力向上を図るため、
メンター制度を活用した研究
体制の整備を進めてきてい
る。様々な年齢構成の交流と
融合による研修が実践されて
いる成果だと言える。 

〇書く活動を、多教科または学
校行事等でも取り入れること
で、学力調査の無回答率が下
がってきている。 

〇同学年がいないため、一人で
抱え込まず、気軽に声を上げ
て問題解決ができるように
「聞かせて会」「助けて会」
を有効に活用している。 

〇ICT機器（電子黒板、クロー
ムブック）を活用すること
で、考えの共有が短時間でで
きる・考えが視覚化できるよ
うになり、主体的・対話的で
深い学びにつながってきてい
る。 

２ 

生徒指導 
・子どもたち
は、明るいあ
いさつができ
ている。 
・ふるさと
や人を愛す
る心を育成
している。 
・豊かな人
間性や社会
性を育成し
ている。 
・いじめを
許さない積
極的な生活
指導を推進
している。 

〇自己肯定感や自己有用感を高 
める取組の実施  

〇「夢」「あこがれ」「志」を 
育む活動の推進 

〇自治力を高める取組の実践 
〇いじめ防止基本方針の遵守 
〇友達のよさやがんばりを認
める活動の実践 

〇「あいさつ、返事、ありが
とう」の徹底 

〇子どものよさの共有 
  

A 
 

自己評価 
⑦⑧⑨ 

 
評価 ３．２ 

 
 
 

関係者評価 
１ 
 

評価 ３．４ 

〇全学年hyperQUテストを実施
し、結果を分析することで集
団や個の特性をつかむことが
できた。構成的グループエン
カウンターを取り入れ、子ど
もの内面を耕す指導を継続し
ている。 

〇生活目標を意識して生活でき
るように指導している。特
に、あいさつについては、外
部評価が下がってきているた
め、職員会議であいさつをす
る目的を明確にし、全職員で
共通実践を図っていくことを
確認している。 

３ 

健康・安全 
・基本的な生
活習慣定着を
図るために家
庭との連携が

〇学校保健委員会における取
組（具体的行動目標の設
定） 

〇早ね・早起き・朝ごはんの
推進 

 
 
B 
 
 

〇ネット・電子メディア利用
「ながさき基準」の各家庭へ
の配付や校内掲示による啓発
を行うことで意識づけを図っ
ている。 



とられてい
る。 
・登校ボラン
ティア、警察
との連携によ
る安全体制が
確立されてい
る。 

〇家庭におけるメディア利用
のルール作りの推奨 

〇通学路の定期的な点検と環
境改善への努力 

〇「西海安全パトロール隊」
「見守り隊」との連携 

〇安全教育の徹底と危機管理
マニュアルの改善 

〇防災への取組の見直し・改 
 善 

自己評価 
⑥⑪⑫⑬ 

 
評価 ３．１ 

〇ココロねっこ運動について
PTA評議員会で説明を行った
り、文書を配布したりするこ
とで、家庭教育力の低下を防
ぐ取組を行った。また、代表
委員会で「北小メディア宣
言」を話合い、自発的な実践
へと結びつけた。 

〇学校運営協議会の体制づくり
のスタートとして、PTA専門
部と見守り隊の活動のタイア
ップを進めていくことで、家
庭と学校と地域連携の重要性
を確認することができた。 

 

４ 

特別支援教育 〇特別支援学級の教育活動のさ
らなる充実 

〇各学級の支援を要する児童に
関する実態の把握と、個に適
した指導方策の実践 

〇物的、人的学習環境のユニバ
ーサルデザイン化 

〇保護者との教育相談の緊密化 
〇関係機関への積極的な連携の
推進 

A 
 

自己評価 
④⑤ 

 
評価 ３．３ 

 
 
 

関係者評価 
６ 
 

評価４．０ 

〇支援を要する児童の保護者と
の連絡を密に取り、スクール
カウンセラーとつなげること
ができた。専門的な見地から
の対応策や指導・支援方法を
学ぶことで、児童やその保護
者の困り感だけではなく、担
任の困り感を和らげることに
もつながってきている。 

〇不登校の児童とその保護者と
のかかわり方について、ソー
シャルワーカーやスクールカ
ウンセラー、学習支援センタ
ーの先生方等と連携して実践
を行っている。外部連携を強
化することで、児童や保護者
とのつながりを保てている。 

５ 

環境整備 〇ＰＴＡ活動との連携による
除草 

〇花の栽培活動 
〇季節に対応した学習風景と
教室環境の推進 

〇掲示教育・言語環境の充実 
〇ICT機器の効果的な活用（ク 
ロームブック、デジタル教 
科書等） 

A 
 

自己評価 
⑤⑪⑭ 

 
評価 ３．２ 

 
 
 

関係者評価 
７ 
 

評価 ３．９ 

〇夏のPTA作業では、当日の参
加が難しい保護者は前日に作
業を行ってくださったり、当
日は多くの会員の参加の下、
運動場周辺の草刈り作業を中
心に、協力して作業したりす
ることができた。 

〇学年掲示板の活用が計画的に
なされており、児童一人一人
の学びの足跡として示され来
校者に好評だった。 

〇視聴覚担当や研究主任が率先
してＩＣＴを効果的に活用
し、校内研修を通して発信す
ることで全学年の授業改善が
進んできている。 

その他 特記事項 
〇評価方法について 
評価のために活用したアンケートは「自己評価（職員）」と「関係者評価（地区学校評価委員）」 
２種類である。それぞれのアンケート項目の中で、該当する項目の平均値をそれぞれ記述してい 
る。 

〇評価全体からの分析 
地区学校評価委員の評価、職員の自己評価いずれにおいても１回目が高評価だった。背景とし 
ては昨年度の取組が、たくさんの方々に御理解いただけたこと、赴任してきた職員が本校の取 
組の有効性を感じたからだと分析している。一方で、マンネリ化が招く閉塞感が２回目の評価 
につながっていると考え、課題が明確化したら即対応するという迅速化を心掛けてきた。自信 



をもって職務を全うできるように促すことと、さらなる高みを目指す職員集団であり続けるた 
め、日頃から職員の頑張りを見つけ、認め、それを全職員で共有すること、課題に対しても全 
職員で共通理解・共通実践ができるようなマネジメントに今後も努めていく。 

 


